
断層を探る 一より深く、より広く、より詳しく一

兵庫県南部地震(1995年、マグニチュー

ド7.2)では、大規模な断層が地表に出現
の じま

しました。それが淡路島の野島断層で、
今は記念館になっていて毎年多くの人
が見学に訪れています。断層記念館は

ね お だに

岐阜県根尾村の根尾谷断層にもありま
す。こちらは、内陸に発生した最も大き
な地震 (1891年、マグニチュー ド8.0)に
よって地表に出現しました。落差6 m
もある大断層を、手に取るように見る
ことができます。これらを見た人はきっ
と、次のようなことを考えるでしょう。
この断層はどれくらい地下深くまで続
くのだろうか？ どんな状態でどこま
で広がっているのだろうか？ 地下深
くでも地表と同じような岩石 （物質）
で成り立っているのだろうか？
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中部地方の主な活断層
NE：根尾谷断層、AR：阿寺断層、AW：跡津川断層

こん
な疑問を一 つでも解き明かそうと、私
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掘削によって得られた地下深く の岩石を
詳しく調べています

たちは現場に出かけ、いろいろな技術
や方法で調査を行っています。

「より深く」
地下深くの様子を調べるのに最も直
接的かつ有効な手段は、深い穴（孔井）
を掘って、その場の物質を手に取って
みることです。これまでに野島断層、

あ てら

根尾谷断層、阿寺断層などで断層を貫
くような掘削を行っています。その結
果、野島断層では世界でも初めて地震
直後の、しかも1,000mよりも深いとこ
ろの物質 （断層粘土）を手に取って見
ることができました。私たちは、これ
を ‘ ‘活断層 ド リリング’ ' 調査と呼んで
います。一 本の孔井を利用して、物質
を手に入れることができるだけでなく、
いろいろな測定や観測も行えます。そ

の場の岩石や地層の性質は、通常、孔

井内物理検層と呼ばれる方法によって、

電気的性質、音波速度、放射能、密度、
温度などが調べられます。




